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点

睛

ロシアは侵略やめろ！ 年金下げるな！ 医療費窓口負担２倍化やめろ！
消費税５％に下げろ！ 高齢者の生活を守れ！ 参院選で高齢者の力を！

持
続
可
能
な
農
業
の
た
め
に

農
政
の
転
換
を！

２０２２年

２８９号
６月２２日（水）

６
月
16
日
（
木
）
今
年
関
東
地

方
は
早
め
の
梅
雨
に
は
い
り
ま
し

た
。
今
回
は
雨
が
降
っ
て
も
い
い

よ
う
に
と
屋
内
で
の
清
掃
工
場
の

見
学
と
、
す
ぐ
傍
に
あ
る
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
り
の
木
荘
」
で

昼
食
と
い
う
コ
ー
ス
を
計
画
。

清
掃
工
場
（
第
一
工
場
ご
み
処

理
施
設
）
へ
は
越
谷
駅
東
口
か
ら

バ
ス
で
「
い
き
い
き
館
」
行
き
に

乗
る
な
ど
雨
対
策
は
バ
ッ
チ
リ
で

す
。９

時
に
集
合
場
所
に
集
ま
っ
た

の
は
吉
田
健
治
さ
ん
、
曽
我
光
枝

さ
ん
、
森
山
久
子
さ
ん
、
古
川
正

治
さ
ん
、
足
立
秀
機
さ
ん
、
五
十

嵐
光
範
さ
ん
の
６
人
。

見
学
は
見
学
者
が
10
名
以
上
で

一
ヶ
月
前
に
事
前
に
申
込
。

当
日
10
時
か
ら
説
明
会
と
見
学

で
案
内
の
人
が
つ
き
ま
す
。

こ
の
た
め
10
時
に
着
く
た
め
に

は
９
時
８
分
発
の
バ
ス
に
乗
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。

申
込
時
点
で
は
10
名
以
上
が
参

加
予
定
だ
っ
た
の
に
６
名
と
は
！
。

こ
れ
で
は
見
学
を
断
ら
れ
る
か

も
と
思
い
な
が
ら
、
い
く
だ
け
行
っ

て
謝
ろ
う
と
い
う
事
に
な
り
ま
し

た
。
受
け
付
け
で
人
数
が
減
っ
た

の
で
申
し
訳
な
い
と
伝
え
る
と
、

し
ば
ら
く
内
部
で
相
談
さ
れ
た
結

果
、
特
別
に
見
学
さ
せ
て
も
ら
う

事
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
に
百
人
は
入
れ
る
会
議
室

で
ス
ラ
イ
ド
と
ビ
デ
オ
で
の
説
明

が
15
分
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
後
係
の

方
が
二
人
つ
い
て
く
れ
て
内
部
の

見
学
を
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
は
５
市
１
町
（
越
谷
、
草

加
、
三
郷
、
八
潮
、
吉
川
、
松
伏
）

か
ら
収
集
し
た
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」

を
一
日
あ
た
り
ゴ
ミ
収
集
車
２
６

０
台
で
集
め
４
基
の
ボ
イ
ラ
ー
で

焼
却
し
ま
す
。
そ
の
量
は
一
日
８

０
０
ト
ン
。
焼
却
時
の
蒸
気
で
タ
ー

ビ
ン
発
電
機
を
回
し
電
気
を
つ
く

り
ま
す
。
こ
の
発
電
量
の
２
／
３

を
売
電
し
、
年
約
６
億
円
の
収
益

が
あ
る
そ
う
で
す
。

次
に
地
上
80
ｍ
の
展
望
台
へ
。

20
ｍ
上
の
煙
突
か
ら
排
ガ
ス
が

排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
望
台
か

ら
は
3
6
0
度
の
展
望
が
楽
し
め

ま
し
た
。
最
後
の
説
明
で
は
分
別

の
大
事
さ
、
特
に
雑
紙
は
大
切
な

資
源
だ
と
教
わ
り
ま
し
た
。

見
学
の
後
は
傍
に
あ
る
「
越
谷

い
ち
ご
タ
ウ
ン
」
の
横
の
「
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー
」
（
い
ち
ご
や
メ

ロ
ン
の
研
究
）
を
見
学
。
残
念
な

が
ら
い
ち
ご
は
５
月
ま
で
で
し
た
。

「
ゆ
り
の
木
荘
」
に
戻
り
、
こ

こ
で
昼
食
。
受
け
付
け
を
す
る
と
、

畳
敷
の
広
い
和
室
を
共
同
で
使
え

ま
す
。
こ
こ
で
各
自
持
ち
寄
っ
た

料
理
を
分
け
合
い
、
懇
談
し
ま
し

た
。
帰
り
は
バ
ス
券
を
も
ら
い
バ

ス
で
駅
に
、
そ
れ
で
も
６
千
歩
は

歩
き
ま
し
た
よ
。

（
五
十
嵐
）

食
品
、
電
気
・
水
道
、
ガ
ソ
リ
ン
代
、
資
材
が

大
幅
に
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。
４
月
、
５
月
以

降
の
０
・
４
％
減
額
に
な
る
「
年
金
額
改
定
通
知

書
」
が
届
き
、
年
金
を
減
ら
す
の
か
と
呆
れ
、
選

挙
で
結
果
を
出
せ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

物
価
高
は
新
型
コ
ロ
ナ
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

が
も
た
ら
し
た
異
常
な
円
安
で
輸
入
品
の
価
格
が

上
が
り
、
政
府
の
無
策
が
大
き
な
原
因
で
す
。

世
界
の
農
産
物
生
産
が
低
下
し
、
食
料
危
機
に

な
っ
て
い
ま
す
。
食
料
と
農
業
生
産
を
海
外
に
依

存
す
る
危
険
性
を
実
感
し
て
い
る
人
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
民
党
政
権
は
「
市
場
万
能
論
」
に
基
づ
き
、

米
の
生
産
と
流
通
を
市
場
ま
か
せ
に
し
て
き
ま
し

た
。
１
９
９
５
年
以
降
、
米
価
が
低
下
し
続
け
て
、

米
農
家
の
多
く
は
赤
字
で
し
た
。
大
量
の
過
剰
米

で
新
米
が
値
下
げ
さ
れ
て
も
過
剰
米
を
買
い
上
げ

ず
、
米
価
を
支
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
１
８
年

度
に
米
の
生
産
調
整
（
減
反
）
を
や
め
、
生
産
調

整
に
協
力
す
る
農
家
に
対
す
る
米
の
直
接
支
払
い

交
付
金
を
廃
止
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
農
水
省
は

５
年
の
う
ち
に
水
張
り
を
し
な
い
水
田
を
交
付
対

象
か
ら
外
し
、
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
を
削

減
し
ょ
う
と
し
て
い
ま
す
。
農
業
経
営
の
大
規
模

化
や
企
業
の
農
業
参
入
を
推
進
。
「
岩
盤
規
制
」

を
打
ち
破
る
と
称
し
て
農
業
組
合
法
、
農
地
法
、

主
要
農
作
物
種
子
法
な
ど
家
族
農
業
を
支
え
た
諸

制
度
を
壊
し
て
き
ま
し
た
。
食
料
自
給
率
を
史
上

最
低
の
37
％
（
２
０
２
０
年
度
）
ま
で
下
落
さ
せ

て
き
た
の
で
す
。
自
国
で
農
産
物
の
生
産
量
を
増

や
し
、
持
続
可
能
な
農
業
の
た
め
に
所
得
補
償
、

直
接
支
払
交
付
金
の
支
給
な
ど
を
行
い
、
地
産
地

消
の
農
業
と
地
域
資
源
を
フ
ル
に
生
か
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
で
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
生
産
者
を
応
援

し
、
家
族
農
業
が
存
続
で
き
る
政
治
を
つ
く
る
為

に
、
参
院
選
の
重
大
な
争
点
と
な
り
、
野
党
が
勝

利
し
た
ら
い
い
で
す
ね
。

（
川
原
利
雪
）

第30会定期総会を開催します

日時 ７月29日（金）13時30分

場所 中央市民会館５階

第２・３会議室

議題
１．２０２１年度活動報告

２．２０２１年度会計報告

３．２０２１年度会計監査報告

４．２０２２年度活動方針（案）
５．２０２２年度予算（案）

６．２０２１年度クラブ活動報告

７．次期役員選出
次期役員の立候補届けを受け付

けます

支部長・副支部長・書記長・

書記次長・執行委員・会計監査
の役職があります

立候補届け 五十嵐書記長まで
０９０-７８１０-１３４８

議案書は７月の半ば頃配布します

第1工場ごみ処理施設

第
62
回
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク

見
学

雑
紙
は
捨
て
て
し
ま
え
ば
た
だ
の
ゴ
ミ


